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特集
IOWN構想を具現化するデバイスの開発に取り組む
デバイスイノベーションセンタ

　

─DICのミッションについて、改め
て教えてください。

富澤　主なミッションは、持続可能
な開発目標（SDGs）も見据えた上で、
次世代の ICTサービス基盤を支える
デバイスを実用化することです。か
つて明確に分かれていた電気と光、
通信と情報処理などの境界がなくな
り融合しつつあります。そうしたト
レンドを見失うことなく、高度化す
る ICTサービスと低消費電力の両立
を目指します。
─どのような体制や方針で研究開発
に取り組まれていますか？

富澤　プロダクトをいかに
実装して世に出すかを検
討・策定するプロダクト戦
略プロジェクトと、技術分
野が異なる3つのプロジェ
クトで取り組んでいます。
運営方針としては、開発
ターゲットの明確化とタイ
ムリーなマーケットイン、
デバイス単体ではなく補完
技術も活用しながらシステ
ム全体のパフォーマンスを

より早く具現化する、異分野のやり
方に接し気づきを得る、IICや NTT

先端集積デバイス研究所との連携に
より世界を牽引するデバイスを継続
的に実用化する、といったことを重
視しています。

─現在はどのような技術やデバイス
に注力されていますか？

富澤　まず IOWN構想の具現化を加
速させる光電融合デバイスです。現
在NTTが開発中の光電融合デバイ
スは5つの世代に分けることができ
ます（図1）。第1～3世代について

DICでデバイスを開発しており、一
部は商用化済みです。図中の“COSA” 
(Coherent Optical SubAssembly)は
デジタルコヒーレント用光送受信モ
ジュールのことで、我々が開発した

先端エレクトロニクス／フォトニクスに関する高い技術力を強みに、ICTサービスを支えるさまざまなデバイスの実用化開
発に取り組むNTTデバイスイノベーションセンタ（以下、DIC）。NTT IOWN総合イノベーションセンタ（以下、IIC）に
所属する研究開発センタとして、IOWN構想の実現に重点を置く同センタの活動について、センタ長の富澤将人氏に伺った。
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図 1　光電融合デバイスの開発ロードマップ

IOWN構想の具現化を
加速させる光電融合デバイス
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光電融合デバイスです。
第 1世代は長距離／メトロ NW

の中継装置に使われるデバイスであ
り、100G／ 200G向けに商用化済
みです。1波長で世界最高速となる
1.2Tbpsの通信が可能なデバイスも
研究開発を終え、商用化が間近です。
第 2世代はスイッチやブレード
サーバー等に容易に着脱できるプラ
ガブルトランシーバー向けです。
400Gに対応するものを商用化済み
です。膨大な電力を消費するため分
散化が進むデータセンター間の高速
通信に、多数利用されています。
さらに、デジタル信号を処理する

DSPと COSAを同一パッケージに収
め、高度な専門知識を持たない技術
者でも簡単に利用できるようにしま
す。800Gの時代になると DSPと
COSAの調整がさらに難しくなるこ
とを見越した研究開発であり、400G

向けから順次商用化する予定です。
第 3世代は 2cm× 5cmのように
超小型化した光トランシーバーです。
小さいため、電気信号を処理する
ASICなどの直近に多数実装可能で
す。接続に必要となる超小型の光コ
ネクター等も開発中です。100Gbps

以上のような電気通信は数十 cmで
もかなりの電力を消費するため、そ
の距離を極力短くすることが狙いで
す。商用化は数年後を想定していま
す。第 4～ 5世代と同様、光ディス
アグリゲーテッドコンピュータの中
で使われていく技術です。

─それ以外にはどのような研究開発
に注力されていますか？
富澤　例として近年の代表的な研究

成果を図2に示します。1つはC+L

バンドと呼ばれる比較的短い波長か
ら長い波長まで連続して動作するマ
ルチキャストスイッチです。ガラス
素材による光回路PLC（Planar 

Lightwave Circuit）で実装していま
す。光導波路の高い技術力を有する
フォトニックNWデバイスプロジェ
クトによる成果です。本特集の2で
詳しく紹介します。
もう 1つは光インターコネクショ

ン技術。化合物半導体に関する技術
力やノウハウを活かし、アクセス系
NWの高速化や低消費電力化に役立
つ、高出力なレーザーやフォトダイ
オードを開発しました。スマートコ
ネクションデバイスプロジェクトに
よる成果です。本特集の3で詳しく
紹介します。
トラフィック監視システムも同プ
ロジェクトによる成果です。NWト
ラフィックをリアルタイムかつ低コ
ストに監視可能にするハードウェア
アクセラレーターを FPGAで実装
しました。同プロジェクトでは AI

映像処理のための ASIC設計などに
も取り組んでいます。

残り 2つはライフアシストプロ
ジェクトによる成果です。除錆レー
ザー技術は、鉄塔などのメンテナン
スコスト削減が目的です。本特集の
4で詳しく紹介します。同プロジェ
クトではウェアラブルセンサー用の
トランスミッターも実用化しました。

─今後の研究開発に向けた抱負な
ど、お聞かせください。

富澤　先端技術の分野における日本
のプレゼンスが低下しています。世
界情勢が急激に不安定化しているこ
ともあり、「日本として技術を持って
いなければいけない」と考えていま
す。実際に先端的なデバイスに関す
る期待・注目は高まっています。し
かし重要なデバイスが海外製でしか
もブラックボックスという状況のま
までは、日本で技術は育ちません。光
技術の分野では、日本はまだ世界で
戦えています。ここを入り口、もし
くはテコにして、世界で戦っていく
ことに貢献したいと考えています。
─ありがとうございました。
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＜hitoeトランスミッタ技術＞
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医療分野における応用に向け、
IEC規格に準拠するための技術を構築

図 2　近年の代表的成果

近年の代表的成果

世界で戦える光技術をテコに、
日本のプレゼンス向上に貢献


